
開館10周年記念特別展

中国の沐工暮

+FrB +9n17=tNr-lle4ner
開館時間=午 前9時 )午 後5時 [入館は4時 30分まで]

休 館 日〓9/24(火 )。25(水 )・30(月 )

10/7(月 )。11(金)。13(日)。14(月)。21(月)・28(月 )

入 館 料=一 般個人200[160]円 小。中学生100[80]円

[ ]内 は20人以上の団体割引料金

渋谷区立松濤美術館

楼閣人物螺錮八角金子



『特別展 中11のi′ミ|:芸Jは 、我が|‖初公1別のコレクション120メl,1あまりによつて、悠久の歴史をiなる中1可|′ミli

去の美と技の魅力を探ろうとするものです。

ウtillで
・は漆イIのことを

い
」apall″ とよ Ś よヾうに、日本のi`ミイ:は||[界的な名声を11,していますが、そのほとんどの

技術の源流は中1可に求められるものて
｀
す。中1可漆 |:芸の歴史はじつにli Tイ11におよぶ もので

゛
、|キに岸「l十代以降は

幾重にも塗 り重ねた漆のた1か ら‖|1密な文様を彫 り出す彫漆 (ltが国では朱漆の場イヽは堆朱、!ム:漆の場イ)は堆|ム1と

II乎びi;イわしている)を はじめとして、|′ミの表1白iを針彫 りし、 そこに令箔をJI:め込んて
｀
文様をあげ,わすf命令 (我が

11では沈金)、線彫 りした区l11内を彩i′ミで川!めて文様をあらわす填漆 (我が1可て
°
は存九!)、薄 くLIJったIt片をはめ

こんぜ文様をあらわす蝶御||といった様々な加飾技1去が|デ[行し、漆 |:芸はその最盛脚|を,■えました。 ことにlりll時代

以降の官営 li場製の作lTIには
'it帝
の象徴である青しの文様が多く用いられてお り、漆 Ii芸がγf廷の1与二い保護のもと

におこなわれていたことを′」そしています。

中1可の漆イ|は、保存の難 しさもあって、 まとまったコレクションはIIIの内外を|11わずほとんどrl・在していませ

ん力ゞ、 今|111公開されるコレクションは、その質と1:Lにおいて|IL界ルIII旨の もの とliえるで しょう。 本|十別た(て'は宋・

元 。明H十f のヽ作|キl をヽ中心に、様々な技法による作品を系統白くJに展示いたしますが、中1可の漆 l:芸のLtl別を
'コ
|ると

同H十に、その美の魅力を |‐分にご1監ザtいただけるまたとない機会といえるで しょう。

吉祥文存星稜花盆 屈輪輪花形盆 龍堆朱八角皇子 楼閣人物螺錮方皇子

八宝文鎗金経典挟板

◆請演会

平成3年 10月19日(土)/午後2時 より
「中国の漆器―元 。明時代を中心に一」

東京国立博物館東洋課長 西岡康宏氏

◆映画会

平成3年 9月 22日(日)/午後2時～3時
「河北省の剪紙(紙切り細工)」「中国陶資」「中国草編(編組み細工)」

平成3年 10月10日(木)/午後2時～3時
「日本の色 ―王朝装束より」「用と美 ―伝統工芸より」

◆美術相談

平成3年 9月29日(日)/午 後2時～4時

相談員:遠藤原三(洋画)、宮田翁輔(洋画)

平成3年 10月20日(日)/午 後2時～4時

相談員:大和屋厳(水彩画)、佐藤善勇(洋画)

鳳凰堆朱輪花天目台
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